
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

組 合 会 社 

横浜派出所について設立の趣旨は２００９年当時と変わりな

いか。 

２００９年５月７日、横須賀線のブレーキ不緩解が発端。湘南

新宿ラインの輸送力確保のため、中距離電車を守るため設立。

近年は輸送体系も変わり、新型車両の信頼性向上により、大規

模輸送障害の発生件数が減少してきている。よって今回の見直

しとなる。 

体制変更後も派出に求められている役割は変わらないか。 

 

今までと変わらない。車両の不具合対応及び本線上の安全安定

輸送確保。 

 

 

 

設立から１５年、これまでどのような検証を経て体制見直し

の判断に至ったのか。 

近年は新型車両の信頼性向上およびＩＮＴＥＲＯＳやＴＩＭＳ

搭載車両が増えてきて、モニターを活用して対応できるケース

が増えてきた。車両職が行かなくても処置できる場面が増えて

きた。床下に降りるような処置も減ってきている。このような

データで判断した。 

トライアルの結果での判断か。 過去１年、２年程度の出動実績等を鑑みて判断した。 

出動件数は相当数減っているのか。 軽微なものや車両職でなくても対応できるような件数が増えて

きて全体として大きく減っている訳ではないが、走行の安全安

定性に関わる物については相当減っている。 

グリーン車の給水対応等、２名でないとできない物もある。

お客さまサービスの低下に繋がるのではないか。 

可能な範囲で対応してもらいたい。あとは車両運用で車セに取

り込むなどの対応を行う。 

組 合 会 社 
体制変更の前後で、求められている役割と業務内容について

示すこと。 

車両不具合対応で安全安定輸送の確保。特に変化は無い。 

 

 

 

 

横浜派出所と大船ホーム検査をそれぞれ残す理由は何か。 横浜エリアは東海道線を中心に枝分かれが多い。その枝分かれ

した線に対応できるといった面で配置していく。また、各車セ

からも必要に応じて合同で対応してもらうことも考えている。 
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1．横浜派出所について、会社が求める役割と業務内容について示すこと。また、同派出所の設立に際して取り交わした議事

録確認（２００９年横地申第６号）からの変化およびこれまで検証してきた内容について示すこと。 

【会社回答】駅派出検査については、車両不具合への対応による本線上の安全安定輸送の確保を目的としている。なお、車両

の信頼性向上、輸送体系の変化、ＩＰ無線配備による情報共有の迅速化等の取り巻く環境の変化とともに、対応件

数は減少傾向である。 
 

 

 

２．大船ホーム検査について、会社が求める役割と業務内容について示すこと。 

【会社回答】駅派出検査については、車両不具合への対応による本線上の安全安定輸送の確保を目的としている。 
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